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（※「いやさか」とは、｢栄
さか

える｣という意味を持つ「弥栄
いやさか

」を平仮名で表記したものです） 

令和4年12月23日 発行
弥
栄
町
の
人
口

年齢 R4.11末(前月比)

0歳～14歳 475人(+4)

15歳～64歳 2,297人(+2)

65歳～ 1,850人(-3)

合計 4,622人(+3)

京
丹
後
市

夢
ま
ち
創
り
大
学
事
業

追
手
門
学
院
大
学

3
年
ぶ
り
の
和
田
野
区
訪
問

【新体制】弥栄町民生児童委員協議会

◎は主任児童委員

任期満了により一斉改選された民生委員・児童

委員・主任児童委員の皆さんをご紹介します。

民生児童委員名 役 職 担当地区 民生児童委員名 役 職 担当地区

竹部
地域福祉部
副部会長

吉 澤 蔦壁 和志
国久・小田

井辺

文代 芋 野 重行 副 会 長 鳥 取

坪倉 正巳 堤 吉岡 直美 会 計 木 橋

杉原 尚仁
子ども未来部
副部会長

堤 大槻 繁行 和田野

秀一
地域福祉部
部会長

溝 谷 室田 会 長 和田野

梅田 勝則
子ども未来部

部会長
溝 谷 りつ

田中・中津
中山・野中

小林 吉枝 外 村 杉本 優子 監 事
来見谷・霰・須川
味土野・吉野

伊藤 位豆子 副 会 長 等楽寺 ◎赤松 栄
主任児童委員
代 表

町内全域

坪倉 啓子 黒部・船木 ◎折戸 弘子 町内全域

永江 奈津子 黒 部 3年間よろしくお願いいたします。

地域住民との協議の様子和田野区長、追手門学院大学、地域の皆さん

上：H30年度、下：R元年度に
学生が作成したパンフレット

和
田
野
区
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
京
丹
後

市
夢
ま
ち
創
り
大
学
事
業
の
一
環
で
、
追
手
門

学
院
大
学
の
学
生
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の

魅
力
を
再
発
見
し
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
学
生
達
は
毎
年
和
田
野
区
を
訪

問
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
を
行
い
な
が
ら
、

交
流
や
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
、
会
議
や
地

域
住
民
と
の
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
直

接
地
域
を
歩
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
に
く
い
等
の
苦
労
も

あ
り
ま
し
た
。

11
月
27
日
、
3
年
ぶ
り
に
学
生
達
が
和
田

野
区
を
訪
問
し
、
区
主
催
の
朝
市
に
参
加
し
た

他
、
区
内
の
散
策
や
住
民
と
の
交
流
を
行
な
い

ま
し
た
。
ま
た
、
和
田
野
公
民
館
で
は
区
長
か

ら
「
い
や
さ
か
鳥
取
校
区
地
域
づ
く
り
協
議

会
」
の
概
要
が
説
明
さ
れ
、
今
後
の
活
動
方
針

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


